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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスク上にトラックを形成するためのグルーブがスパイラル状に形成されており、
　上記グルーブのウォブリングによってアドレス情報が記録されると共に、当該グルーブ
によって形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生に用いられる記録再生領域と、
　上記グルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報が記録される再生専用領域
と、
　を有し、
　上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロックは第１の数のフレーム単位に分割され、
　上記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも少ない第２の数の種類
のフレームシンクを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレームシンクの種類を、決
められた順番に配置された
　ディスク記録媒体。
【請求項２】
　請求項１に記載のディスク記録媒体であって、
　上記第２の数の種類のフレームシンクは、７種類のフレームシンクＦＳ０、ＦＳ１、Ｆ
Ｓ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６であり、
　上記第１の数のフレームの最初のフレームには上記ＦＳ０を配置され、上記最初のフレ
ーム以外のフレームには上記ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６のいずれ
かを配置された
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　記録媒体。
【請求項３】
　請求項２に記載のディスク記録媒体であって、
　上記最初のフレーム以外のフレームに配置された上記フレームシンクの種類の決められ
た順番は、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ３、ＦＳ１、ＦＳ４、ＦＳ１、ＦＳ５、ＦＳ５
、ＦＳ４、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ６、ＦＳ６、ＦＳ３、ＦＳ５、ＦＳ３、ＦＳ２、ＦＳ２
、ＦＳ５、ＦＳ６、ＦＳ５、ＦＳ１、ＦＳ１、ＦＳ６、ＦＳ２、ＦＳ６、ＦＳ４、ＦＳ４
、ＦＳ２、である
　ディスク記録媒体。
【請求項４】
　請求項２に記載のディスク記録媒体であって、
　上記配置されたＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６の並ぶ順番によりア
ドレスを特定される
　ディスク記録媒体。
【請求項５】
　ディスク上にトラックを形成するためのグルーブがスパイラル状に形成されており、上
記グルーブのウォブリングによってアドレス情報が記録されると共に当該グルーブによっ
て形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生に用いられる記録再生領域と、上記グ
ルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報が記録される再生専用領域と、を有
し、上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロックは第１の数のフレーム単位に分割され、
上記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも少ない第２の数の種類の
フレームシンクを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレームシンクの種類を、決め
られた順番に配置されたディスク記録媒体に対して、データの記録又は再生を行うディス
クドライブ装置であって、
　上記トラックに対してレーザ照射を行い反射光信号を得るヘッド手段と、
　上記反射光信号からトラックのウォブリングに係る信号を抽出するウォブリング抽出手
段と、
　上記反射光信号から記録マーク情報に係る信号を抽出する記録マーク情報抽出手段と、
　上記記録再生領域の再生時において、上記ウォブリング抽出手段によって抽出された上
記ウォブリングに係る信号についてＭＳＫ復調を行い、上記アドレス情報をデコードする
アドレスデコード手段と、
　上記記録再生領域の再生時において、上記記録マーク情報抽出手段によって抽出された
上記記録マーク情報に係る信号についてデコード処理を行い、記録マーク情報として記録
された情報を得る記録マークデコード手段と、
　上記再生専用領域の再生時において、上記ウォブリング抽出手段によって抽出された上
記ウォブリングに係る信号についてデコードを行い、上記プリレコーデッド情報を得るプ
リレコーデッド情報デコード手段と、
　を備えるディスクドライブ装置。
【請求項６】
　上記ディスク記録媒体であって、
　上記ディスク記録媒体は、上記第２の数の種類のフレームシンクは、７種類のフレーム
シンクＦＳ０、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６であり、上記第１の数
のフレームの最初のフレームには上記ＦＳ０を配置され、上記最初のフレーム以外のフレ
ームには上記ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６のいずれかを配置された
請求項５に記載のディスクドライブ装置。
【請求項７】
　上記ディスク記録媒体は、上記最初のフレーム以外のフレームに配置された上記フレー
ムシンクの種類の決められた順番は、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ３、ＦＳ１、ＦＳ４
、ＦＳ１、ＦＳ５、ＦＳ５、ＦＳ４、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ６、ＦＳ６、ＦＳ３、ＦＳ５
、ＦＳ３、ＦＳ２、ＦＳ２、ＦＳ５、ＦＳ６、ＦＳ５、ＦＳ１、ＦＳ１、ＦＳ６、ＦＳ２
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、ＦＳ６、ＦＳ４、ＦＳ４、ＦＳ２、である請求項６に記載のディスクドライブ装置。
【請求項８】
　ディスク上にトラックを形成するためのグルーブがスパイラル状に形成されており、上
記グルーブのウォブリングによってアドレス情報が記録されると共に当該グルーブによっ
て形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生に用いられる記録再生領域と、上記グ
ルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報が記録される再生専用領域と、を有
し、上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロックは第１の数のフレーム単位に分割され、
上記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも少ない第２の数の種類の
フレームシンクを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレームシンクの種類を、決め
られた順番に配置されたディスク記録媒体に対する再生方法として、
　上記記録再生領域の再生時には、
　トラックに対してレーザ照射を行った際の反射光信号から、トラックのウォブリングに
係る信号、及び記録マーク情報に係る信号を抽出し、抽出された上記ウォブリングに係る
信号についてＭＳＫ復調を行って上記アドレス情報をデコードするとともに、抽出された
上記記録マーク情報に係る信号についてデコード処理を行って記録マーク情報として記録
された情報を得、
　上記再生専用領域の再生時には、
　トラックに対してレーザ照射を行った際の反射光信号から、トラックのウォブリングに
係る信号を抽出し、抽出された上記ウォブリングに係る信号についてデコードを行い、上
記プリレコーデッド情報を得る
　再生方法。
【請求項９】
　上記ディスク記録媒体は、上記第２の数の種類のフレームシンクは、７種類のフレーム
シンクＦＳ０、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６であり、上記第１の数
のフレームの最初のフレームには上記ＦＳ０を配置され、上記最初のフレーム以外のフレ
ームには上記ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６のいずれかを配置された
請求項８に記載の再生方法。
【請求項１０】
　上記記録媒体は、上記最初のフレーム以外のフレームに配置された上記フレームシンク
の種類の決められた順番は、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ３、ＦＳ１、ＦＳ４、ＦＳ１
、ＦＳ５、ＦＳ５、ＦＳ４、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ６、ＦＳ６、ＦＳ３、ＦＳ５、ＦＳ３
、ＦＳ２、ＦＳ２、ＦＳ５、ＦＳ６、ＦＳ５、ＦＳ１、ＦＳ１、ＦＳ６、ＦＳ２、ＦＳ６
、ＦＳ４、ＦＳ４、ＦＳ２、である請求項９に記載の再生方法。
【請求項１１】
　ディスク上にトラックを形成するためのグルーブをスパイラル状に形成するとともに、
　再生専用領域のグルーブをプリレコーデッド情報に基づいてウォブリングさせたグルー
ブとして形成し、
　記録再生領域のグルーブを、アドレス情報に基づいてウォブリングさせたグルーブとし
て形成していくことで、当該グルーブによって形成されるトラックが記録マーク情報の記
録再生に用いられるように形成し、
　上記プリレコーデッド情報のウォブリングは、第１の数のフレーム単位に分割され、上
記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも少ない第２の数の種類のフ
レームシンクを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレームシンクの種類を、決めら
れた順番に配置するようにした
　ディスク製造方法。
【請求項１２】
　上記ディスク記録媒体は、上記第２の数の種類のフレームシンクは、７種類のフレーム
シンクＦＳ０、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６であり、上記第１の数
のフレームの最初のフレームには上記ＦＳ０を配置され、上記最初のフレーム以外のフレ
ームには上記ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６のいずれかを配置された



(4) JP 4577427 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

請求項１１に記載のディスク製造方法。
【請求項１３】
　上記ディスク記録媒体は、上記最初のフレーム以外のフレームに配置された上記フレー
ムシンクの種類の決められた順番は、ＦＳ１、ＦＳ２、ＦＳ３、ＦＳ３、ＦＳ１、ＦＳ４
、ＦＳ１、ＦＳ５、ＦＳ５、ＦＳ４、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ６、ＦＳ６、ＦＳ３、ＦＳ５
、ＦＳ３、ＦＳ２、ＦＳ２、ＦＳ５、ＦＳ６、ＦＳ５、ＦＳ１、ＦＳ１、ＦＳ６、ＦＳ２
、ＦＳ６、ＦＳ４、ＦＳ４、ＦＳ２、である請求項１２に記載のディスク製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク等のディスク記録媒体、およびそのディスク記録媒体の製造のた
めのディスク製造方法、さらにはディスク記録媒体に対するディスクドライブ装置、再生
方法に関し、特に、プリグルーブとしてトラックがウォブリングされたディスクに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルデータを記録・再生するための技術として、例えば、ＣＤ（Compact Disk），
ＭＤ（Mini-Disk），ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）などの、光ディスク（光磁気デ
ィスクを含む）を記録メディアに用いたデータ記録技術がある。光ディスクとは、金属薄
板をプラスチックで保護した円盤に、レーザ光を照射し、その反射光の変化で信号を読み
取る記録メディアの総称である。
　光ディスクには、例えばＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどとして知られている
ように再生専用タイプのものと、ＭＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ
Ｗ、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどで知られているようにユーザーデータが記録可能
なタイプがある。記録可能タイプのものは、光磁気記録方式、相変化記録方式、色素膜変
化記録方式などが利用されることで、データが記録可能とされる。色素膜変化記録方式は
ライトワンス記録方式とも呼ばれ、一度だけデータ記録が可能で書換不能であるため、デ
ータ保存用途などに好適とされる。一方、光磁気記録方式や相変化記録方式は、データの
書換が可能であり音楽、映像、ゲーム、アプリケーションプログラム等の各種コンテンツ
データの記録を始めとして各種用途に利用される。
【０００３】
　光磁気記録方式、色素膜変化記録方式、相変化記録方式などの記録可能なディスクに対
してデータを記録するには、データトラックに対するトラッキングを行うための案内手段
が必要になり、このために、プリグルーブとして予め溝（グルーブ）を形成し、そのグル
ーブもしくはランド（グルーブとグルーブに挟まれる断面台地状の部位）をデータトラッ
クとすることが行われている。
　またデータトラック上の所定の位置にデータを記録することができるようにアドレス情
報を記録する必要もあるが、このアドレス情報は、グルーブをウォブリング（蛇行）させ
ることで記録される場合がある。
【０００４】
　すなわち、データを記録するトラックが例えばプリグループとして予め形成されるが、
このプリグループの側壁をアドレス情報に対応してウォブリングさせる。
　このようにすると、記録時や再生時に、反射光情報として得られるウォブリング情報か
らアドレスを読み取ることができ、例えばアドレスを示すピットデータ等を予めトラック
上に形成しておかなくても、所望の位置にデータを記録再生することができる。
　このようにウォブリンググルーブとしてアドレス情報を付加することで、例えばトラッ
ク上に離散的にアドレスエリアを設けて例えばピットデータとしてアドレスを記録するこ
とが不要となり、そのアドレスエリアが不要となる分、実データの記録容量を増大させる
ことができる。
　なお、このようなウォブリングされたグルーブにより表現される絶対時間（アドレス）
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情報は、ＡＴＩＰ（Absolute Time In Pregroove）又はＡＤＩＰ（Adress In Pregroove
）と呼ばれる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで近年、アドレス情報やユーザーが記録再生する情報以外に、アドレス情報と同
様、あらかじめ、ディスク上に、各種の情報を記録することが必要になってきた。
　即ち予めディスクに記録されるプリレコーデッド情報として、ディスクへの記録条件、
例えば記録線速度やレーザパワー推奨値などを示すディスク情報や、ハックされた機器を
排除するためなどのコピープロテクト情報を記録したい。とりわけコピープロテクト用の
情報は重要とされている。
【０００６】
　各種情報をディスクにプリレコードする方法としては、エンボスピットをディスク上に
形成することが知られている。
　ところが光ディスクに高密度に記録再生することを考えると、エンボスピットによるプ
リレコード方法は不都合が生ずる。
【０００７】
　光ディスクに高密度に記録再生する場合、グルーブの深さを浅くすることが必要とされ
ている。そしてスタンパによってグルーブとエンボスピットを同時に生産するディスクに
おいては、グルーブとエンボスピットの深さを異なる深さとすることは非常に困難である
。このため、エンボスピットの深さはグルーブの深さと同じにならざるを得ない。
　ところが、エンボスピットの深さが浅くなると、エンボスピットから品質のよい信号が
得られないという問題がある。
【０００８】
　例えば、光学系として４０５ｎｍの波長のレーザダイオードと、ＮＡ＝０．８５の対物
レンズを用い、カバー（サブストレート）厚み0.1mmのディスク上に、トラックピッチ０
．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／ｂｉｔにて、フェーズチェンジマーク（相変化マーク
）を記録再生することで、直径１２cmの光ディスクに２３ＧＢ（ギガバイト）の容量を記
録再生することができる。
　この場合、フェーズチェンジマークは、ディスク上にスパイラル状に形成されたグルー
ブ上に記録再生されるが、高密度化のためにメディアノイズをおさえるためには、グルー
ブの深さは、約２０ｎｍ、つまり波長λに対してλ／１３～λ／１２がのぞましい。
　一方、品質のよいエンボスピットからの信号を得るには、エンボスピットの深さは、λ
／８～λ／４がのぞましく、結局グルーブ及びエンボスピットとしての共通の深さとして
、いい解が得られないでいた。
　このような事情から、エンボスピットにかわる、情報をプリレコードする方法が求めら
れていた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明はこれらの事情に鑑みて、ディスク記録媒体としての大容量化や記録再生性能の
向上に好適なプリレコード方式を用いる新規な光記録媒体、及びそれを製造するためのデ
ィスク製造方法、及びディスクドライブ装置。再生方法を提供することを目的とする。
【００１０】
　このために本発明のディスク記録媒体は、ディスク上にトラックを形成するためのグル
ーブがスパイラル状に形成されており、上記グルーブのウォブリングによってアドレス情
報が記録されると共に、当該グルーブによって形成されるトラックが記録マーク情報の記
録再生に用いられる記録再生領域と、上記グルーブのウォブリングによってプリレコーデ
ッド情報が記録される再生専用領域と、を有し、上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロ
ックは第１の数のフレーム単位に分割され、上記再生専用領域のフレームシンクとして、
上記第１の数よりも少ない第２の数の種類のフレームシンクを用い、上記第１の数のフレ
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ームに、上記フレームシンクの種類を、決められた順番に配置されものである。
【００１１】
　本発明のディスクドライブ装置は、ディスク上にトラックを形成するためのグルーブが
スパイラル状に形成されており、上記グルーブのウォブリングによってアドレス情報が記
録されると共に、当該グルーブによって形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生
に用いられる記録再生領域と、上記グルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情
報が記録される再生専用領域と、を有し、上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロックは
第１の数のフレーム単位に分割され、上記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第
１の数よりも少ない第２の数の種類のフレームシンクを用い、上記第１の数のフレームに
、上記フレームシンクの種類を、決められた順番に配置されたディスク記録媒体に対して
、データの記録又は再生を行うディスクドライブ装置であって、上記トラックに対してレ
ーザ照射を行い反射光信号を得るヘッド手段と、上記反射光信号からトラックのウォブリ
ングに係る信号を抽出するウォブリング抽出手段と、上記反射光信号から相変化マーク情
報に係る信号を抽出する相変化マーク情報抽出手段と、上記記録再生領域の再生時におい
て、上記ウォブリング抽出手段によって抽出された上記ウォブリングに係る信号について
ＭＳＫ復調を行い、上記アドレス情報をデコードするアドレスデコード手段と、上記記録
再生領域の再生時において、上記相変化マーク情報抽出手段によって抽出された上記相変
化マーク情報に係る信号についてデコード処理を行い、相変化マーク情報として記録され
た情報を得る相変化マークデコード手段と、上記再生専用領域の再生時において、上記ウ
ォブリング抽出手段によって抽出された上記ウォブリングに係る信号についてデコードを
行い、上記プリレコーデッド情報を得るプリレコーデッド情報デコード手段と、を備える
。
【００１２】
　本発明の再生方法は、ディスク上にトラックを形成するためのグルーブがスパイラル状
に形成されており、上記グルーブのウォブリングによってアドレス情報が記録されると共
に、当該グルーブによって形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生に用いられる
記録再生領域と、上記グルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報が記録され
る再生専用領域と、を有し、上記プリレコーデッド情報のＥＣＣブロックは第１の数のフ
レーム単位に分割され、上記再生専用領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも
少ない第２の数の種類のフレームシンクを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレー
ムシンクの種類を、決められた順番に配置されたディスク記録媒体に対する再生方法とし
て、上記記録再生領域の再生時には、トラックに対してレーザ照射を行った際の反射光信
号から、トラックのウォブリングに係る信号、及び相変化マーク情報に係る信号を抽出し
、抽出された上記ウォブリングに係る信号についてＭＳＫ復調を行って上記アドレス情報
をデコードするとともに、抽出された上記相変化マーク情報に係る信号についてデコード
処理を行って相変化マーク情報として記録された情報を得、上記再生専用領域の再生時に
は、トラックに対してレーザ照射を行った際の反射光信号から、トラックのウォブリング
に係る信号を抽出し、抽出された上記ウォブリングに係る信号についてデコードを行い、
上記プリレコーデッド情報を得ることを特徴とする。
【００１３】
　本発明のディスク製造方法は、ディスク上にトラックを形成するためのグルーブをスパ
イラル状に形成するとともに、再生専用領域のグルーブをプリレコーデッド情報に基づい
てウォブリングさせたグルーブとして形成し、記録再生領域のグルーブを、アドレス情報
に基づいてウォブリングさせたグルーブとして形成していくことで、当該グルーブによっ
て形成されるトラックが記録マーク情報の記録再生に用いられるように形成し、上記プリ
レコーデッド情報のウォブリングは、第１の数のフレーム単位に分割され、上記再生専用
領域のフレームシンクとして、上記第１の数よりも少ない第２の数の種類のフレームシン
クを用い、上記第１の数のフレームに、上記フレームシンクの種類を、決められた順番に
配置するようにしている。
【００１４】
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　これらの本発明の要点は、即ち次のようになる。
　トラッキングを行うトラックを形成するためにディスク上にスパイラル状に形成された
グルーブをウォブリングすることによって、記録再生領域と再生専用領域を形成する。
　記録再生領域は、グルーブのウォブリングによりアドレス情報を記録し、アドレス情報
を記録したグルーブによって形成されるトラックに、フェーズチェンジマークにより情報
を記録再生する領域とする。
　再生専用領域は、グルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報を記録した領
域とする。またこの再生専用領域はフェーズチェンジマークによる情報を記録しない領域
とする。
【００１５】
　上記第２の数の種類のフレームシンクは、７種類のフレームシンクＦＳ０、ＦＳ１、Ｆ
Ｓ２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６であり、上記第１の数のフレームの最初のフレー
ムには上記ＦＳ０を配置され、上記最初のフレーム以外のフレームには上記ＦＳ１、ＦＳ
２、ＦＳ３、ＦＳ４、ＦＳ５、ＦＳ６のいずれかが配置されている。
【発明の効果】
【００１６】
　以上の説明から理解されるように本発明よれば以下のような効果が得られる。
　即ち本発明のディスク記録媒体は、トラッキングを行うトラックを形成するためにディ
スク上にスパイラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって、記録再生
領域と再生専用領域を形成する。そして記録再生領域は、グルーブのウォブリングにより
アドレス情報を記録し、アドレス情報を記録したグルーブによって形成されるトラックに
、フェーズチェンジマークにより情報を記録再生する領域とし、また再生専用領域は、グ
ルーブのウォブリングによってプリレコーデッド情報を記録した領域としている。
　このため、エンボスピットによりプリレコーデッド情報を記録する必要が無くなる。そ
してエンボスピットを形成する必要がないため、グルーブの深さを浅くすることができる
。つまりエンボスピットの再生特性を考慮せずに、グルーブの深さを高密度記録にとって
最適な状態に設定できる。従って、例えば直径１２ｃｍのディスクに２３ＧＢなどの容量
を実現するような高密度記録が可能となる。
　またディスクドライブ装置側では、プリレコーデッド情報をアドレス情報（ＡＤＩＰ）
と同じウォブルチャンネルの再生系で再生（ウォブル情報の抽出）することができる。
【００１７】
　またエンボスピットを形成せずにウォブリンググルーブによるプリレコーデッド情報と
してコピープロテクト情報を記録することで、ビデオ信号、オーディオ信号等の記録再生
システムに適したストレージシステムを構築することができる。
【００１８】
　また再生専用領域はフェーズチェンジマークによる情報を記録しない領域としている。
フェイズチェンジマークは、高反射率の記録層を低反射率に変換するマークといえるもの
であるため、フェイズチェンジマークが記録されたトラックは平均的に反射率は下がる。
つまり戻り光が少なくなるが、これはグルーブのウォブリング成分の抽出にとってはＳＮ
Ｒ（Signal Noise Ratio）の点で不利となる。本発明では再生専用領域においてフェイズ
チェンジマークが記録されないことは、プリレコーデッド情報のＳＮＲの劣化を防ぐこと
ができ、品質のよいウォブリング信号を得ることができるものである。
【００１９】
　また再生専用領域のプリレコーデッド情報を記録する線密度は、記録再生領域のフェー
ズチェンジマークによる情報の線密度より小さくし、かつアドレス情報の線密度より大き
くしている。
　プリレコーデッド情報の記録線密度を、フェイズチェンジマークの記録線密度より小さ
くすることによって、フェイズチェンジマークよりＳＮＲの劣る、プシュプル信号より得
られるウォブリング信号を品質よく再生することができる。
　またプリレコーデッド情報の記録線密度を、アドレス情報（ＡＤＩＰ）の線密度より大
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きくすることによって、転送レートを高くすることができ、再生時間を短くすることがで
きる。
【００２０】
　またプリレコーデッド情報は、ＦＭコードで変調して記録している。これにより信号を
狭帯域化することができ、ＳＮＲを改善することができる。またＰＬＬ、ディテクション
回路ともに簡易なハードウェアで構成することができる。
【００２１】
　プリレコーデッド情報のＥＣＣ（エラー訂正コード）フォーマットは、フェーズチェン
ジにより記録する情報のＥＣＣフォーマットと同じ符号、構造としている。このためプリ
レコーデッド情報とフェーズチェンジ情報はＥＣＣ処理に関して同一のハードウェアを同
じものをつかうことができ、ディスクドライブ装置の低コスト化及び構成の簡易化を促進
できる。
【００２２】
　プリレコーデッド情報には、アドレス情報が含まれたエラー訂正コードが付加されてい
る。これによってディスクドライブ装置は再生専用領域において当該アドレスに基づいて
適切にアクセス／再生動作を行うことができる。
【００２３】
　プリレコーデッド情報の同期信号は、複数の同期信号をもつことと、各同期信号は、情
報の変調規則にないパターンと、各同期信号を識別する識別パターンより構成されること
と、識別パターンは、識別番号と識別番号の偶数パリティビットを、ＦＭコードで変調し
たものとしている。
　これにより、ＥＣＣブロック内の途中からでも、各同期信号位置を確定しやすくなり、
ＥＣＣブロック内のアドレスを検出しやすい。また、複数の同期信号パターンから、各同
期信号パターンを識別する際、識別パターンの違いにより識別するとともに、パリティチ
ェックをすることにより、その識別パターンの正しさをチェックすることができ、より各
同期信号を精度よく識別することができる。
【００２４】
　そして以上のことから、本発明は大容量のディスク記録媒体として好適であるとともに
、ディスクドライブ装置の記録再生動作性能も向上され、さらにウォブル処理回路系は簡
易なものでよいという大きな効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態としての光ディスクを説明するとともに、その光ディスクに
対応するディスクドライブ装置（記録再生装置）及び製造方法について、次の順序で説明
する。
１．ディスク
　１－１．光ディスクの物理特性
　１－２．プリレコーデッド情報
　１－３．ＡＤＩＰアドレス
２．ディスクドライブ装置
３．ディスク製造方法
【００２６】
１．ディスク
　１－１．光ディスクの物理特性
　まず実施の形態となるディスクにおける物理的な特性及びウォブリングトラックについ
て説明する。
【００２７】
　本例の光ディスクは、例えばＤＶＲ（Data&Video Recording）と呼ばれて近年開発され
ているディスクの範疇に属するものであり、特にＤＶＲ方式として新規なウォブリング方
式を有するものである。



(9) JP 4577427 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

　本例の光ディスクは、相変化方式でデータの記録を行う光ディスクであり、ディスクサ
イズとしては、直径が１２０ｍｍとされる。また、ディスク厚は１．２ｍｍとなる。即ち
これらの点では外形的に見ればＣＤ（Compact Disc）方式のディスクや、ＤＶＤ（Digita
l Versatile Disc）方式のディスクと同様となる。
【００２８】
　記録／再生のためのレーザ波長は４０５ｎｍとされ、いわゆる青色レーザが用いられる
ものとなる。光学系のＮＡは０．８５とされる。
　相変化マーク（フェイズチェンジマーク）が記録されるトラックのトラックピッチは０
．３２μｍ、線密度０．１２μｍとされる。
　そしてユーザーデータ容量としては約２３Ｇバイトを実現している。
【００２９】
　データ記録はグルーブ記録方式である。つまりディスク上には予めグルーブ（溝）によ
るトラックが形成され、このグルーブに対して記録が行われる。
　図１（ａ）に模式的に示すように、ディスク上は、最内周側から最外周側までグルーブ
ＧＶがスパイラル状に形成される。なお別例として、グルーブＧＶを同心円状に形成する
ことも可能である。
　また、ディスクはＣＬＶ（線速度一定）方式で回転駆動されてデータの記録再生が行わ
れるものとしているが、グルーブＧＶについてもＣＬＶとされる。従って、トラック１周
回のグルーブのウォブリング波数はディスク外周側に行くほど多くなる。
【００３０】
　このようなグルーブＧＶは、図１（ｂ）に示すようにウォブリング（蛇行）されて形成
されることにより物理アドレスが表現される。
　つまりグルーブＧＶの左右の側壁は、アドレス等に基づいて生成された信号に対応して
蛇行している。
　グルーブＧＶとその隣のグルーブＧＶの間はランドＬとされ、上述のようにデータの記
録はグルーブＧＶに行われる。つまりグルーブＧＶがデータトラックとなる。なお、ラン
ドＬをデータトラックとしてデータの記録をランドＬに行うようにすることや、グルーブ
ＧＶとランドＬの両方をデータトラックとして用いることも考えられる。
【００３１】
　図２は、ディスク全体のレイアウト（領域構成）を示す。
　ディスク上の領域としては、内周側からリードインゾーン、データゾーン、リードアウ
トゾーンが配される。
　また、記録・再生に関する領域構成としてみれば。リードインゾーンの内周側がＰＢゾ
ーン（再生専用領域）、リードインゾーンの外周側からリードアウトゾーンまでがＲＷゾ
ーン（記録再生領域）とされる。
【００３２】
　リードインゾーンは、半径２４ｍｍより内側に位置する。そして半径２２．３～２３．
１ｍｍがプリレコーデッドデータゾーンとされる。
　プリレコーデッドデータゾーンは、あらかじめコピープロテクションにつかう情報等（
プリレコーデッド情報）を、ディスク上にスパイラル状に形成されたグルーブをウォブリ
ングすることによって記録してある。これは書換不能な再生専用の情報であり、つまりプ
リレコーデッドデータゾーンが上記ＰＢゾーン（再生専用領域）となる。
【００３３】
　プリレコーデッドデータゾーンにおいてプリレコーデッド情報として例えばコピープロ
テクション情報が記録されるが、このコピープロテクション情報を用いて、例えば次のよ
うなことが行われる。
　本例にかかる光ディスクシステムでは、登録されたドライブ装置メーカー、ディスクメ
ーカーがビジネスを行うことができ、その登録されたことを示す、メディアキー、あるい
は、ドライブキーを有している。
　ハックされた場合、そのドライブキー或いはメディアキーがコピープロテクション情報
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として記録される。このメディアキー、ドライブキーを有した、メディア或いはドライブ
は、この情報により、記録再生をすることをできなくすることができる。
【００３４】
　リードインゾーンにおいて半径２３．１～２４ｍｍにはテストライトエリア及びディフ
ェクトマネジメントエリアが設けられる。
　テストライトエリアは記録／再生時のレーザパワー等、フェーズチェンジマークの記録
再生条件を設定する際の試し書きなどにつかわれる。
　ディフェクトマネジメントエリアはディスク上のディフェクト情報を管理する情報を記
録再生する。
【００３５】
　半径２４．０～５８．０ｍｍがデータゾーンとされる。データゾーンは、実際にユーザ
ーデータがフェイズチェンジマークにより記録再生される領域である。
　半径５８．０～５８．５ｍｍはリードアウトゾーンとされる。リードアウトゾーンは、
リードインゾーンと同様のディフェクトマネジメントエリアが設けられたり、また、シー
クの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリアとしてつかわれる。
　半径２３．１ｍｍ、つまりテストライトエリアから、リードアウトゾーンまでが、フェ
イズチェンジマークが記録再生されるＲＷゾーン（記録再生領域）とされる。
【００３６】
　図３にＲＷゾーンとＰＢゾーンのトラックの様子を示す。図３（ａ）はＲＷゾーンにお
けるグルーブのウォブリングを、図３（ｂ）はＰＢゾーンにおけるグルーブのウォブリン
グを、それぞれ示している。
【００３７】
　ＲＷゾーンでは、あらかじめアドレス情報（ＡＤＩＰ）を、トラッキングを行うために
、ディスク上にスパイラル状に形成されたグルーブをウォブリングすることによって、形
成してある。
　アドレス情報を形成したグルーブには、フェーズチェンジマークにより情報を記録再生
する。
　図３（ａ）に示すように、ＲＷゾーンにおけるグルーブ、つまりＡＤＩＰアドレス情報
を形成したグルーブトラックは、トラックピッチＴＰ＝０．３２μｍとされている。
　このトラック上にはフェイズチェンジマークによるレコーディングマークが記録される
が、フェーズチェンジマークはＲＬＬ（１，７）ＰＰ変調方式（ＲＬＬ；Run Length Lim
ited、ＰＰ：Parity preserve/Prohibit rmtr(repeated minimum transition runlength)
）等により、線密度0.12μｍ/bit、0.08μｍ/ch bitで記録される。
　１ｃｈビットを１Ｔとすると、マーク長は２Ｔから８Ｔで最短マーク長は２Ｔである。
　アドレス情報は、ウォブリング周期を６９Ｔとし、ウォブリング振幅ＷＡはおよそ２０
ｎｍ（p-p）である。
【００３８】
　アドレス情報と、フェーズチェンジマークは、その周波数帯域が重ならないようにして
おり、これによってそれぞれの検出に影響を与えないようにしてある。
　アドレス情報のウォブリングのＣＮＲ（carrier noise ratio）はバンド幅３０ＫＨｚ
のとき、記録後３０ｄＢであり、アドレスエラーレートは節動（ディスクのスキュー，デ
フォーカス、外乱等）による影響を含めて１×１０-3以下である。
【００３９】
　一方、図３（ｂ）のＰＢゾーンにおけるグルーブによるトラックは、上記図３（ａ）の
ＲＷゾーンのグルーブによるトラックより、トラックピッチが広く、ウォブリング振幅が
大きいものとされている。
　即ちトラックピッチＴＰ＝０．３５μｍであり、ウォブリング周期は３６Ｔ、ウォブリ
ング振幅ＷＡはおよそ４０ｎｍ（p-p）とされている。ウォブリング周期が３６Ｔとされ
ることはプリレコーデット情報の記録線密度はＡＤＩＰ情報の記録線密度より高くなって
いることを意味する。また、フェーズチェンジマークは最短２Ｔであるから、プリレコー
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デッド情報の記録線密度はフェーズチェンジマークの記録線密度より低い。
　このＰＢゾーンのトラックにはフェーズチェンジマークを記録しない。
【００４０】
　ウォブリング波形は、ＲＷゾーンでは正弦波状に形成するが、ＰＢゾーンでは、正弦波
状か或いは矩形波状で記録することができる。
【００４１】
　フェーズチェンジマークは、バンド幅３０ＫＨｚのときＣＮＲ５０ｄＢ程度の信号品質
であれば、データにＥＣＣ（エラー訂正コード）をつけて記録再生することで、エラー訂
正後のシンボルエラーレートを１×１０-16以下を達成でき、データの記録再生として使
えることが知られている。
　ＡＤＩＰアドレス情報についてのウォブルのＣＮＲはバンド幅３０ＫＨｚのとき、フェ
イズチェンジマークの未記録状態で３５ｄＢである。
　アドレス情報としては、いわゆる連続性判別に基づく内挿保護を行うことなどによりこ
の程度の信号品質で十分であるが、ＰＢゾーンに記録するプリレコーデッド情報について
は、フェイズチェンジマークと同等のＣＮＲ５０ｄＢ以上の信号品質は確保したい。この
ため、図３（ｂ）に示したようにＰＢゾーンでは、ＲＷゾーンにおけるグルーブとは物理
的に異なるグルーブを形成するものである。
【００４２】
　まず、トラックピッチを広くすることにより、となりのトラックからのクロストークを
おさえることができ、ウォブル振幅を２倍にすることにより、ＣＮＲを＋６ｄＢ改善でき
る。
　さらにウォブル波形として矩形波をつかうことによって、ＣＮＲを＋２ｄＢ改善できる
。
　あわせてＣＮＲは43dBである。
　フェーズチェンジマークとプリレコーデッドデータゾーンのウォブルの記録帯域の違い
は、ウォブル１８Ｔ（１８Ｔは３６Ｔの半分）；フェイズチェンジマーク２Ｔで、この点
で９．５ｄＢ得られる。
　従ってプリレコーデッド情報としてのＣＮＲは５２．５ｄＢ相当であり、となりのトラ
ックからのクロストークとして－２ｄＢを見積もっても、ＣＮＲ５０．５ｄＢ相当である
。つまり、ほぼフェーズチェンジマークと同程度の信号品質となり、ウォブリング信号を
プリレコーデッド情報の記録再生に用いることが十分に適切となる。
【００４３】
　１－２．プリレコーデッド情報
　図４に、プリレコーデッドデータゾーンにおけるウォブリンググルーブを形成するため
の、プリレコーデッド情報の変調方法を示す。
　変調はＦＭコードをつかう。
　図４（ａ）にデータビット、図４（ｂ）にチャンネルクロック、図４（ｃ）にＦＭコー
ド、図４（ｄ）にウォブル波形を縦に並べて示している。
　データの１bitは２ｃｈ（２チャンネルクロック）であり、ビット情報が「１」のとき
、ＦＭコードはチャンネルクロックの１／２の周波数とされる。
　またビット情報が「０」のとき、ＦＭコードはビット情報「１」の１／２の周波数であ
らわされる。
　ウォブル波形としては、ＦＭコードを矩形波を直接記録することもあるが、図４（ｄ）
に示すように正弦波状の波形で記録することもある。
【００４４】
　なお、ＦＭコード及びウォブル波形は図４（ｃ）（ｄ）とは逆極性のパターンとして、
図４（ｅ）（ｆ）に示すパターンとしても良い。
【００４５】
　上記のようなＦＭコード変調のルールにおいて、図４（ｇ）のようにデータビットスト
リームが「１０１１００１０」とされているときのＦＭコード波形、およびウォブル波形
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（正弦波状波形）は図４（ｈ）（ｉ）に示すようになる。
　なお、図４（ｅ）（ｆ）に示すパターンに対応した場合は、図４（ｊ）（ｋ）に示すよ
うになる。
【００４６】
　図５，図６，図７により、フェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報について
のＥＣＣフォーマットを説明する。
　まず図５には、フェーズチェンジマークで記録再生するメインデータ（ユーザーデータ
）についてのＥＣＣフォーマットを示している。
【００４７】
　ＥＣＣ（エラー訂正コード）としては、メインデータ６４ＫＢ（＝１セクターの２０４
８バイト×３２セクター）に対するＬＤＣ（long distance code）と、ＢＩＳ(Burst ind
icator subcode)の２つがある。
【００４８】
　図５（ａ）に示すメインデータ６４ＫＢについては、図５（ｂ）のようにＥＣＣエンコ
ードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４ＢのＥＤＣ(error detec
tion code)を付加し、３２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。ＬＤＣはＲＳ(248,216,3
3)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed solomon)コードである
。３０４の符号語がある。
【００４９】
　一方、ＢＩＳは、図５（ｃ）に示す７２０Ｂのデータに対して、図５（ｄ）のようにＥ
ＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス３
３のＲＳ(reed solomon)コードである。２４の符号語がある。
【００５０】
　図７（ａ）にＲＷゾーンにおけるメインデータについてのフレーム構造を示している。
　上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームに
つき、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（３８Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ
（３８Ｂ）が配されて１５５Ｂの構造となる。つまり１フレームは３８Ｂ×４の１５２Ｂ
のデータと、３８ＢごとにＢＩＳが１Ｂ挿入されて構成される。
　フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレーム１５５Ｂの先頭に配される。
１つのブロックには４９６のフレームがある。
　ＬＤＣデータは、０，２，・・・の偶数番目の符号語が、０，２，・・・の偶数番目の
フレームに位置し、１，３，・・・の奇数番目の符号語が、１，３，・・・の奇数番目の
フレームに位置する。
【００５１】
　ＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほぼ、すべて
訂正される。つまり符号長６２に対してディスタンスが３３という符号を用いている。
　このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使うことができる。
　ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。図７（ａ）のフレーム構造におい
て隣接したＢＩＳあるいはフレームシンクＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだには
さまれたデータ３８Ｂはバーストエラーとみなされる。このデータ３８Ｂにはそれぞれエ
ラーポインタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレ
ージャ訂正をおこなう。
　これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力を上げることができる。
　ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。このアドレスは、ＲＯＭタイプディスク等
で、ウォブリンググルーブによるアドレス情報がない場合等につかわれる。
【００５２】
　次に図６にプリレコーデッド情報についてのＥＣＣフォーマットを示す。
　この場合ＥＣＣには、メインデータ４ＫＢ（１セクタ２０４８Ｂ×２セクタ）に対する
ＬＤＣ（long distance code）とＢＩＳ(Burst indicator subcode)の２つがある。
【００５３】
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　図６（ａ）に示すプリレコーデッド情報としてのデータ４ＫＢについては、図６（ｂ）
のようにＥＣＣエンコードされる。即ちメインデータは１セクタ２０４８Ｂについて４Ｂ
のＥＤＣ(error detection code)を付加し、２セクタに対し、ＬＤＣを符号化する。ＬＤ
ＣはＲＳ(248,216,33)、符号長２４８、データ２１６、ディスタンス３３のＲＳ(reed so
lomon)コードである。１９の符号語がある。
【００５４】
　一方、ＢＩＳは、図６（ｃ）に示す１２０Ｂのデータに対して、図６（ｄ）のようにＥ
ＣＣエンコードされる。即ちＲＳ(62,30,33)、符号長６２、データ３０、ディスタンス３
３のＲＳ(reed solomon)コードである。４つの符号語がある。
【００５５】
　図７（ｂ）にＰＢゾーンにおけるプリレコーデッド情報についてのフレーム構造を示し
ている。
　上記ＬＤＣのデータと、ＢＩＳは図示するフレーム構造を構成する。即ち１フレームに
つき、フレームシンクＦＳ（１Ｂ）、データ（１０Ｂ）、ＢＩＳ（１Ｂ）、データ（９Ｂ
）が配されて２１Ｂの構造となる。つまり１フレームは１９Ｂのデータと、ＢＩＳが１Ｂ
挿入されて構成される。
　フレームシンクＦＳ（フレーム同期信号）は、１フレームの先頭に配される。１つのブ
ロックには２４８のフレームがある。
【００５６】
　この場合もＢＩＳはＬＤＣの符号より訂正能力が非常に優れた符号をもちいており、ほ
ぼ、すべて訂正される。このため、エラーが検出されたＢＩＳのシンボルは次のように使
うことができる。
　ＥＣＣのデコードの際、ＢＩＳを先にデコードする。隣接したＢＩＳ或いはフレームシ
ンクＦＳの２つがエラーの場合、両者のあいだにはさまれたデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂ
はバーストエラーとみなされる。このデータ１０Ｂ、あるいは９Ｂにはそれぞれエラーポ
インタが付加される。ＬＤＣではこのエラーポインタをつかって、ポインターイレージャ
訂正をおこなう。
　これによりＬＤＣだけの訂正より、訂正能力をあげることができる。
【００５７】
　ＢＩＳにはアドレス情報等が含まれている。プリレコーデッドデータゾーンではプリレ
コーデッド情報がウォブリンググルーブによって記録され、従ってウォブリンググルーブ
によるアドレス情報は無いため、このＢＩＳにあるアドレスがアクセスのために使われる
。
【００５８】
　図５，図６からわかるように、フェイズチェンジマークによるデータとプリレコーデッ
ド情報は、ＥＣＣフォーマットとしては、同一の符号及び構造が採用される。
　これは、プリレコーデッド情報のＥＣＣデコード処理は、フェイズチェンジマークによ
るデータ再生時のＥＣＣデコード処理を行う回路系で実行でき、ディスクドライブ装置と
してはハードウエア構成の効率化を図ることができることを意味する。
【００５９】
　図８はプリレコーデッドデータゾーンのフレームシンクを示す。
　フレームシンクＦＳとしては７種類のフレームシンクＦＳ０～ＦＳ６がある。各フレー
ムシンクＦＳ０～ＦＳ６はＦＭコード変調のアウトオブルールとしてのパターンを用いた
、シンクボディ「１１００１００１」の８チャンネルビットと、７種類のフレームシンク
ＦＳ０～ＦＳ６のそれぞれについてのシンクＩＤの８チャンネルビットの合計１６チャン
ネルビットより構成される。
【００６０】
　シンクＩＤはデータビットであらわすと、たとえば、フレームシンクＦＳ０は「０００
」の３bitとパリティ１bit（ここでは０）よりあらわされ、これがＦＭコード変調され「
１０１０１０１０」となる。
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　他のシンクＩＤも同様に、３bitのデータビットとパリティ１bitによりあらわされ、Ｆ
Ｍコード変調される。
　フレームシンクＦＳは記録の際に、NRZI変換されて記録される。
【００６１】
　図９にフレームシンクのマッピングを示す。
　上記図７（ｂ）に示したプリレコーデッド情報の１ＥＣＣブロックの２４８フレームは
、８つの３１フレームづつのアドレスフレームに分割される。
　各アドレスフレームとも、０から３０のフレームナンバをもつ。フレームナンバ「０」
には、他のフレームシンクには使われない特別のフレームシンクとしてＦＳ０を用いる。
このフレームシンクＦＳ０により、アドレスフレームの先頭を見い出すことができ、アド
レス同期を行うことができる。
　フレームナンバ「１」から「３０」には、図９に示す順番でフレームシンク（ＦＳ１～
ＦＳ６）を配置する。このフレームシンクの並ぶ順番により、先頭のフレームシンクＦＳ
０が特定できなくとも、アドレスフレームの先頭を特定することもできる。
【００６２】
　ところで、プリレコーデッドデータゾーンではＢＩＳに含まれるアドレスがアクセスの
ために使われると述べた。
　図１０にプリレコーデッドデータゾーンのＥＣＣブロックにおいてＢＩＳに入れる情報
を示している。
　ＢＩＳ情報は、アドレスとユーザーコントロールデータより構成される。
【００６３】
　ＢＩＳにおけるアドレスフィールドを図１０（ａ）に示す。アドレスとしては、１ＥＣ
Ｃブロックの中に、８アドレスフィールド（＃０～＃７）ある。
　１つのアドレスフィールドは９byteより構成される。例えばアドレスフィールド＃０は
、Ａ０-0～Ａ０-8の９バイトで構成される。
　各アドレスフィールドのＭＳＢ４ByteにはＡＵＮ(address unit number)というＥＣＣ
ブロックアドレスを示すアドレス値が配される。
　また各アドレスフィールドの５バイト目には、その下位３bit(３Lsbit)には、アドレス
フィールドナンバが配される。
　さらに各アドレスフィールドの下位４Byteには各アドレスフィールドに対するパリティ
が配される。
【００６４】
　一方、ＢＩＳにおけるユーザーコントロールデータは、図１０（ｂ）のように１ＥＣＣ
ブロック内に２ユニット（＃０，＃１）ある。
　ユーザーコントロールデータの１ユニットは２４byteより構成される。例えばユニット
＃０は、ＵＣ０-0～ＵＣ０-23の２４バイトで構成される。
　このユーザーコントロールデータは将来のシステムに使われるようにリザーブしてある
。
【００６５】
　図１１にプリレコーデッドデータゾーンのＥＣＣブロックのＢＩＳ、つまりＢＩＳクラ
スタのＢＩＳ情報の構成を示す。
　ＢＩＳクラスタは、４訂正符号より構成される。ここではパリティを除いた情報のみを
示す。符号は、図のカラム（column）方向に構成される。ＢＩＳクラスタは４カラムで構
成される。
　１カラムの情報は、アドレスが１８row、ユーザーコントロールデータ１２rowのトータ
ル３０rowより構成される。
【００６６】
　各アドレスフィールド＃０～＃７のアドレスは、図示するように４カラムにインタリー
ブされて配置される。ここではアドレスフィールド＃０、＃１、＃２までを示しているの
みであるが、例えばアドレスフィールド＃０を構成するＡ０-0～Ａ０-8の９バイトは、図
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中斜線部として示す位置に配置されることになる。
　また、ユーザーコントロールデータも図のように１２rowの範囲にユニット＃０，＃１
がそれぞれ配置される。
　記録する際は、たとえば、図に示すアドレスフィールド＃０が順次配置されるように、
ＢＩＳクラスタのななめ方向に記録される。
【００６７】
　図１２にパリティを含めたＢＩＳクラスタ全体を示す。
　ＢＩＳのエラー訂正符号は上述したようにＲＳ(62,30,33)である。ＢＩＳクラスタには
符号長６２シンボルの符号が４符号あり、１符号は図中矢印で示すように縦方向ににエン
コードされる。
【００６８】
　図１３はパリティを含めたＢＩＳクラスタの２４８シンボルの記録する順番を示してい
る。
　ＢＩＳクラスタは記録の際、８アドレスユニットとして記録される。
　１つのアドレスユニットは図１４に示すように３１シンボルより構成される。
　各アドレスユニットの先頭９byteには、各アドレスユニット番号に対応した番号の、ア
ドレスフィールド＃ｎとしての９byte（Ａｎ-0～Ａｎ-8）が配置される。例えばアドレス
ユニット０にはアドレスフィールド＃０（Ａ０-0～Ａ０-8）が配置される。
　例えばこのようなアドレスユニット０としての３１シンボルは、図１３において斜線部
として示すように配置されることになる。
【００６９】
　１アドレスユニットの３１シンボルは、上述した３１アドレスフレームに対応し、図９
のフレームナンバーとフレームシンクパターン（ＦＳ０～ＦＳ６）により、フレームシン
クＦＳ０のタイミングから、１アドレスユニットのタイミングを検出することができ、こ
れにより、各アドレスフィールド（＃０～＃７）のアドレスを再生することができる。
【００７０】
　１－３．ＡＤＩＰアドレス
　続いて、ＲＷゾーンにおけるウォブリンググルーブとして記録されるＡＤＩＰアドレス
について説明する。
　図１５は、グルーブをウォブリングしたＡＤＩＰアドレスの変調方法として、ＦＳＫ変
調の一つであるＭＳＫ(minimum shift keying)変調を用いたものを示している。
【００７１】
　データの検出長は２ウォブル区間を単位とする。なお、１ウォブル区間とはキャリア周
波数によるウォブルの１周期区間である。
　アドレス等のデータは、図１５（ａ）（ｂ）に示すように、記録前に、１ウォブルを単
位として、差動符号化する。
　つまり、記録前の差動符号化後のプリコードデータにおいて、データが“１”のエッジ
の立ち上がりと立ち下がりの１ウォブル期間が、“１”になる。
　このようなプリコードデータをＭＳＫ変調したＭＳＫストリームでは、図１５（ｃ）の
ように、プリコードデータが“０”のとき、キャリアであるcosωｔあるいは－cosωｔと
なり、プリコードデータが“１”のとき、キャリアの周波数の1.5倍のcos1.5ωｔあるい
は－cos1.5ωｔとなる。
　キャリアの周期は図に示すように、記録再生するフェーズチェンジデータの１チャンネ
ルビット長を１chとすると、６９chである。
【００７２】
　本例の場合、データの記録単位である１つのＲＵＢ（recording unit block：記録再生
クラスタ）に対しては、ＡＤＩＰアドレスとして３つのアドレスが入るものとされる。
　図１６にその様子を示す。ＲＵＢ（記録再生クラスタ）は、図７（ａ）に示したデータ
のＥＣＣブロックの４９６フレームに、その前後に２フレームのＰＬＬ等のためのリンク
エリアを付加した４９８フレームとして記録再生の単位である。
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　そして図１６（ａ）のように１つのＲＵＢに相当する区間において、ＡＤＩＰとしては
３つのアドレスブロックが含まれることになる。
　１つのアドレスブロックは８３ビットから形成される。
【００７３】
　図１６（ｂ）に１つのアドレスブロックの構成を示している。８３ビットのアドレスブ
ロックは、８ビットのシンクパート（同期信号パート）と、７５ビットのデータパートか
らなる。
　シンクパートの８ビットでは、モノトーンビット（１ビット）とシンクビット（１ビッ
ト）によるシンクブロックが４単位形成される。
　データパートの７５ビットでは、モノトーンビット（１ビット）とＡＤＩＰビット（４
ビット）によるＡＤＩＰブロックが１５単位形成される。
　モノトーンビット、シンクビット、及びＡＤＩＰビットは、それぞれ５６ウォブル期間
のウォブルで形成される。これらのビットの先頭にはビットシンクの為のＭＳＫマークが
配される。
　そしてモノトーンビットはＭＳＫマークに続いて、キャリア周波数によるウォブルが連
続して形成される。シンクビット及びＡＤＩＰビットは後述するが、ＭＳＫマークに続い
て、ＭＳＫ変調波形によるウォブルを有して形成される。
【００７４】
　まずシンクパートの構成を図１７で説明する。
　図１７（ａ）（ｂ）からわかるように、８ビットのシンクパートは、４つのシンクブロ
ック（ｓｙｎｃ　ｂｌｏｃｋ“０”“１”“２”“３”）から形成される。各シンクブロ
ックは２ビットである。
【００７５】
　ｓｙｎｃ　ｂｌｏｃｋ“０”は、モノトーンビットとシンク“０”ビットで形成される
。
　ｓｙｎｃ　ｂｌｏｃｋ“１”は、モノトーンビットとシンク“１”ビットで形成される
。
　ｓｙｎｃ　ｂｌｏｃｋ“２”は、モノトーンビットとシンク“２”ビットで形成される
。
　ｓｙｎｃ　ｂｌｏｃｋ“３”は、モノトーンビットとシンク“３”ビットで形成される
。
【００７６】
　各シンクブロックにおいて、モノトーンビットは上述したようにキャリアをあらわす単
一周波数のウォブルが連続する波形であり、これを図１８（ａ）に示す。即ち５６ウォブ
ル期間に、先頭にビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークが付され、それに続いて単一周
波数のウォブルが連続する。
　なお図１８（ａ）～（ｅ）において、それぞれウォブル振幅の下段にＭＳＫマークパタ
ーンを示している。
【００７７】
　シンクビットとしては、上記のようにシンク“０”ビット～シンク“３”ビットまでの
４種類がある。
　これら４種類の各シンクビットは、それぞれ図１８（ｂ）（ｃ）（ｄ）（ｅ）に示すよ
うなウォブルパターンとされる。
【００７８】
　図１８（ｂ）のシンク“０”ビットは、ビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに続い
て、１６ウォブル区間後にＭＳＫマークがあり、さらに１０ウォブル区間後にＭＳＫマー
クがあるパターンとなる。
　シンク“１”ビット～シンク“３”ビットは、それぞれＭＳＫマークの位置を２ウォブ
ル区間後方にずらしたパターンである。
　即ち図１８（ｃ）のシンク“１”ビットは、ビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに
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続いて、１８ウォブル区間後にＭＳＫマークがあり、さらにその１０ウォブル区間後にＭ
ＳＫマークがあるパターンとなる。
　図１８（ｄ）のシンク“２”ビットは、ビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに続い
て、２０ウォブル区間後にＭＳＫマークがあり、さらにその１０ウォブル区間後にＭＳＫ
マークがあるパターンとなる。
　図１８（ｅ）のシンク“３”ビットは、ビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに続い
て、２２ウォブル区間後にＭＳＫマークがあり、さらにその１０ウォブル区間後にＭＳＫ
マークがあるパターンとなる。
【００７９】
　各シンクパターンは、モノトーンビット及び次に説明するＡＤＩＰビットに対してユニ
ークなパターンとなっている。このように４つのパターンのシンクビットが、各シンクブ
ロックに配されることになり、ディスクドライブ装置側では、シンクパート区間からこの
４つのパターンのシンクユニットのいずれかを検出できれば、同期をとることができるよ
うにされている。
【００８０】
　次にアドレスブロックにおけるデータパートの構成を図１９で説明する。
　図１９（ａ）（ｂ）からわかるように、データパートは、１５個のＡＤＩＰブロック（
ＡＤＩＰ　ｂｌｏｃｋ“０”～“１４”）から形成される。各ＡＤＩＰブロックは５ビッ
トである。
【００８１】
　５ビットの各ＡＤＩＰブロックは、モノトーンビットが１ビットとＡＤＩＰビットが４
ビットで構成される。
　各ＡＤＩＰブロックにおいて、シンクブロックの場合と同様に、モノトーンビットは５
６ウォブル期間において先頭にビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークが配され、続いて
キャリア周波数のウォブルが連続する波形であり、これを図２０（ａ）に示している。
【００８２】
　１つのＡＤＩＰブロックに４ビットのＡＤＩＰビットが含まれるため、１５個のＡＤＩ
Ｐブロックにより６０ＡＤＩＰビットでアドレス情報が形成される。
　ＡＤＩＰビットとしての「１」及び「０」のパターンを図２０（ｂ）（ｃ）に示す。
　ＡＤＩＰビットとしての値が「１」の場合のウォブル波形パターンは、図２０（ｂ）に
示すように、先頭に配されるビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに続いて、１２ウォ
ブル区間後方にＭＳＫマークが配される。
　ＡＤＩＰビットとしての値が「０」の場合のウォブル波形パターンは、図２０（ｃ）に
示すように、先頭に配されるビットシンクｂｓとしてのＭＳＫマークに続いて、１４ウォ
ブル区間後方にＭＳＫマークが配される。
【００８３】
　以上のようにして、ウォブリンググルーブにはＭＳＫ変調データが記録されることにな
るが、このように記録されるＡＤＩＰ情報としてのアドレスフォーマットは図２１のよう
になる。
【００８４】
　図２１によりＡＤＩＰアドレス情報に対するエラー訂正の方法を示す。
　ＡＤＩＰアドレス情報は３６ビットあり、これに対してパリティ２４ビットが付加され
る。
　３６ビットのＡＤＩＰアドレス情報は、多層記録用にレイヤナンバ３bit（layer no.bi
t 0～layer no.bit2）、ＲＵＢ(recording unit block)用に１９bit（RUB no.bit 0～lay
er no.bit 18）、１ＲＵＢに対する３つのアドレスブロック用に２bit（address no.bit 
0、address no.bit1）とされる。
　また、記録再生レーザパワー等の記録条件を記録したdisc ID等、ＡＵＸデータとして
１２bitが用意されている。
【００８５】
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　アドレスデータとしてのＥＣＣ単位は、このように合計６０ビットの単位とされ、図示
するようにNibble0～Nibble14の１５ニブル（１ニブル＝４ビット）で構成される。
　エラー訂正方式としては４ビットを１シンボルとした、nibbleベースのリードソロモン
符号ＲＳ(15,9,7)である。つまり、符号長１５ニブル、データ９ニブル、パリティ６ニブ
ルである。
【００８６】
２．ディスクドライブ装置
　
　次に、上記のようなディスクに対応して記録／再生を行うことのできるディスクドライ
ブ装置を説明していく。
　図２２はディスクドライブ装置の構成を示す。
　図２２において、ディスク１００は上述した本例のディスクである。
【００８７】
　ディスク１００は、図示しないターンテーブルに積載され、記録／再生動作時において
スピンドルモータ２によって一定線速度（ＣＬＶ）で回転駆動される。
　そして光学ピックアップ１によってディスク１００上のＲＷゾーンにおけるグルーブト
ラックのウォブリングとして埋め込まれたＡＤＩＰ情報の読み出しがおこなわれる。また
ＰＢゾーンにおけるグルーブトラックのウォブリングとして埋め込まれたプリレコーデッ
ド情報の読み出しがおこなわれる。
　また記録時には光学ピックアップによってＲＷゾーンにおけるトラックにユーザーデー
タがフェイズチェンジマークとして記録され、再生時には光学ピックアップによって記録
されたフェイズチェンジマークの読出が行われる。
【００８８】
　ピックアップ１内には、レーザ光源となるレーザダイオードや、反射光を検出するため
のフォトディテクタ、レーザ光の出力端となる対物レンズ、レーザ光を対物レンズを介し
てディスク記録面に照射し、またその反射光をフォトディテクタに導く光学系（図示せず
）が形成される。
　レーザダイオードは、波長４０５ｎｍのいわゆる青色レーザを出力する。また光学系に
よるＮＡは０．８５である。
【００８９】
　ピックアップ１内において対物レンズは二軸機構によってトラッキング方向及びフォー
カス方向に移動可能に保持されている。
　またピックアップ１全体はスレッド機構３によりディスク半径方向に移動可能とされて
いる。
　またピックアップ１におけるレーザダイオードはレーザドライバ１３からのドライブ信
号（ドライブ電流）によってレーザ発光駆動される。
【００９０】
　ディスク１００からの反射光情報はフォトディテクタによって検出され、受光光量に応
じた電気信号とされてマトリクス回路４に供給される。
　マトリクス回路４には、フォトディテクタとしての複数の受光素子からの出力電流に対
応して電流電圧変換回路、マトリクス演算／増幅回路等を備え、マトリクス演算処理によ
り必要な信号を生成する。
　例えば再生データに相当する高周波信号（再生データ信号）、サーボ制御のためのフォ
ーカスエラー信号、トラッキングエラー信号などを生成する。
　さらに、グルーブのウォブリングに係る信号、即ちウォブリングを検出する信号として
プッシュプル信号を生成する。
【００９１】
　マトリクス回路４から出力される再生データ信号はリーダ／ライタ回路５へ、フォーカ
スエラー信号及びトラッキングエラー信号はサーボ回路１１へ、プッシュプル信号はウォ
ブル回路８へ、それぞれ供給される。
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【００９２】
　リーダ／ライタ回路５は、再生データ信号に対して２値化処理、ＰＬＬによる再生クロ
ック生成処理等を行い、フェイズチェンジマークとして読み出されたデータを再生して、
変復調回路６に供給する。
　変復調回路６は、再生時のデコーダとしての機能部位と、記録時のエンコーダとしての
機能部位を備える。
　再生時にはデコード処理として、再生クロックに基づいてランレングスリミテッドコー
ドの復調処理を行う。
　またＥＣＣエンコーダ／デコーダ７は、記録時にエラー訂正コードを付加するＥＣＣエ
ンコード処理と、再生時にエラー訂正を行うＥＣＣデコード処理を行う。
　再生時には、変復調回路６で復調されたデータを内部メモリに取り込んで、エラー検出
／訂正処理及びデインターリーブ等の処理を行い、再生データを得る。
　ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７で再生データにまでデコードされたデータは、システム
コントローラ１０の指示に基づいて、読み出され、ＡＶ（Audio-Visual）システム２０に
転送される。
【００９３】
　グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路４から出力されるプッシュプ
ル信号は、ウォブル回路８において処理される。ＡＤＩＰ情報としてのプッシュプル信号
は、ウォブル回路８においてＭＳＫ復調され、ＡＤＩＰアドレスを構成するデータストリ
ームに復調されてアドレスデコーダ９に供給される。
　アドレスデコーダ９は、供給されるデータについてのデコードを行い、アドレス値を得
て、システムコントローラ１０に供給する。
　またアドレスデコーダ９はウォブル回路８から供給されるウォブル信号を用いたＰＬＬ
処理でクロックを生成し、例えば記録時のエンコードクロックとして各部に供給する。
【００９４】
　また、グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路４から出力されるプッ
シュプル信号として、ＰＢゾーンからのプリレコーデッド情報としてのプッシュプル信号
は、ウォブル回路８においてバンドパスフィルタ処理が行われてリーダ／ライタ回路５に
供給される。そしてフェイズチェンジマークの場合と同様に２値化され、データビットス
トリームとされた後、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７でＥＣＣデコード、デインターリー
ブされて、プリレコーデッド情報としてのデータが抽出される。抽出されたプリレコーデ
ッド情報はシステムコントローラ１０に供給される。
　システムコントローラ１０は、読み出されたプリレコーデッド情報に基づいて、各種設
定処理やコピープロテクト処理等を行うことができる。
【００９５】
　記録時には、ＡＶシステム２０から記録データが転送されてくるが、その記録データは
ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７におけるメモリに送られてバッファリングされる。
　この場合ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７は、バファリングされた記録データのエンコー
ド処理として、エラー訂正コード付加やインターリーブ、サブコード等の付加を行う。
　またＥＣＣエンコードされたデータは、変復調回路６においてＲＬＬ（１－７）ＰＰ方
式の変調が施され、リーダ／ライタ回路５に供給される。
　記録時においてこれらのエンコード処理のための基準クロックとなるエンコードクロッ
クは上述したようにウォブル信号から生成したクロックを用いる。
【００９６】
　エンコード処理により生成された記録データは、リーダ／ライタ回路５で記録補償処理
として、記録層の特性、レーザー光のスポット形状、記録線速度等に対する最適記録パワ
ーの微調整やレーザドライブパルス波形の調整などが行われた後、レーザドライブパルス
としてレーザードライバ１３に送られる。
　レーザドライバ１３では供給されたレーザドライブパルスをピックアップ１内のレーザ
ダイオードに与え、レーザ発光駆動を行う。これによりディスク１００に記録データに応



(20) JP 4577427 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

じたピット（フェイズチェンジマーク）が形成されることになる。
【００９７】
　なお、レーザドライバ１３は、いわゆるＡＰＣ回路（Auto Power Control）を備え、ピ
ックアップ１内に設けられたレーザパワーのモニタ用ディテクタの出力によりレーザ出力
パワーをモニターしながらレーザーの出力が温度などによらず一定になるように制御する
。記録時及び再生時のレーザー出力の目標値はシステムコントローラ１０から与えられ、
記録時及び再生時にはそれぞれレーザ出力レベルが、その目標値になるように制御する。
【００９８】
　サーボ回路１１は、マトリクス回路４からのフォーカスエラー信号、トラッキングエラ
ー信号から、フォーカス、トラッキング、スレッドの各種サーボドライブ信号を生成しサ
ーボ動作を実行させる。
　即ちフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号に応じてフォーカスドライブ信号
、トラッキングドライブ信号を生成し、ピックアップ１内の二軸機構のフォーカスコイル
、トラッキングコイルを駆動することになる。これによってピックアップ１、マトリクス
回路４、サーボ回路１１、二軸機構によるトラッキングサーボループ及びフォーカスサー
ボループが形成される。
【００９９】
　またサーボ回路１１は、システムコントローラ１０からのトラックジャンプ指令に応じ
て、トラッキングサーボループをオフとし、ジャンプドライブ信号を出力することで、ト
ラックジャンプ動作を実行させる。
【０１００】
　またサーボ回路１１は、トラッキングエラー信号の低域成分として得られるスレッドエ
ラー信号や、システムコントローラ１０からのアクセス実行制御などに基づいてスレッド
ドライブ信号を生成し、スレッド機構３を駆動する。スレッド機構３には、図示しないが
、ピックアップ１を保持するメインシャフト、スレッドモータ、伝達ギア等による機構を
有し、スレッドドライブ信号に応じてスレッドモータを駆動することで、ピックアップ１
の所要のスライド移動が行なわれる。
【０１０１】
　スピンドルサーボ回路１２はスピンドルモータ２をＣＬＶ回転させる制御を行う。
　スピンドルサーボ回路１２は、ウォブル信号に対するＰＬＬ処理で生成されるクロック
を、現在のスピンドルモータ２の回転速度情報として得、これを所定のＣＬＶ基準速度情
報と比較することで、スピンドルエラー信号を生成する。
　またデータ再生時においては、リーダ／ライタ回路５内のＰＬＬによって生成される再
生クロック（デコード処理の基準となるクロック）が、現在のスピンドルモータ２の回転
速度情報となるため、これを所定のＣＬＶ基準速度情報と比較することでスピンドルエラ
ー信号を生成することもできる。
　そしてスピンドルサーボ回路１２は、スピンドルエラー信号に応じて生成したスピンド
ルドライブ信号を出力し、スピンドルモータ２のＣＬＶ回転を実行させる。
　またスピンドルサーボ回路１２は、システムコントローラ１０からのスピンドルキック
／ブレーキ制御信号に応じてスピンドルドライブ信号を発生させ、スピンドルモータ２の
起動、停止、加速、減速などの動作も実行させる。
【０１０２】
　以上のようなサーボ系及び記録再生系の各種動作はマイクロコンピュータによって形成
されたシステムコントローラ１０により制御される。
　システムコントローラ１０は、ＡＶシステム２０からのコマンドに応じて各種処理を実
行する。
【０１０３】
　例えばＡＶシステム２０から書込命令（ライトコマンド）が出されると、システムコン
トローラ１０は、まず書き込むべきアドレスにピックアップ１を移動させる。そしてＥＣ
Ｃエンコーダ／デコーダ７、変復調回路６により、ＡＶシステム２０から転送されてきた
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データ（例えばＭＰＥＧ２などの各種方式のビデオデータや、オーディオデータ等）につ
いて上述したようにエンコード処理を実行させる。そして上記のようにリーダ／ライタ回
路５からのレーザドライブパルスがレーザドライバ１３に供給されることで、記録が実行
される。
【０１０４】
　また例えばＡＶシステム２０から、ディスク１００に記録されている或るデータ（ＭＰ
ＥＧ２ビデオデータ等）の転送を求めるリードコマンドが供給された場合は、まず指示さ
れたアドレスを目的としてシーク動作制御を行う。即ちサーボ回路１１に指令を出し、シ
ークコマンドにより指定されたアドレスをターゲットとするピックアップ１のアクセス動
作を実行させる。
　その後、その指示されたデータ区間のデータをＡＶシステム２０に転送するために必要
な動作制御を行う。即ちディスク１００からのデータ読出を行い、リーダ／ライタ回路５
、変復調回路６、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７におけるデコード／バファリング等を実
行させ、要求されたデータを転送する。
【０１０５】
　なお、これらのフェイズチェンジマークによるデータの記録再生時には、システムコン
トローラ１０は、ウォブル回路８及びアドレスデコーダ９によって検出されるＡＤＩＰア
ドレスを用いてアクセスや記録再生動作の制御を行う。
【０１０６】
　また、ディスク１００が装填された際など所定の時点で、システムコントローラ１０は
、ディスク１００のＰＢゾーンにウォブリンググルーブとして記録されているプリレコー
デッド情報の読出を実行させる。
　その場合、まずＰＢゾーンを目的としてシーク動作制御を行う。即ちサーボ回路１１に
指令を出し、ディスク最内周側へのピックアップ１のアクセス動作を実行させる。
　その後、ピックアップ１による再生トレースを実行させ、反射光情報としてのプッシュ
プル信号を得、ウォブル回路８、リーダ／ライタ回路５、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ７
によるデコード処理を実行させ、プリレコーデッド情報としての再生データを得る。
　システムコントローラ１０はこのようにして読み出されたプリレコーデッド情報に基づ
いて、レーザパワー設定やコピープロテクト処理等を行う。
【０１０７】
　なお、ＰＢゾーンのプリレコーデッド情報の再生時には、システムコントローラ１０は
、読み出されたプリレコーデッド情報としてのＢＩＳクラスタに含まれるアドレス情報を
用いて、アクセスや再生動作の制御を行う。
【０１０８】
　ところで、この図２２の例は、ＡＶシステム２０に接続されるディスクドライブ装置３
０としたが、本発明のディスクドライブ装置としては例えばパーソナルコンピュータ等と
接続されるものとしてもよい。
　さらには他の機器に接続されない形態もあり得る。その場合は、操作部や表示部が設け
られたり、データ入出力のインターフェース部位の構成が、図２２とは異なるものとなる
。つまり、ユーザーの操作に応じて記録や再生が行われるとともに、各種データの入出力
のための端子部が形成されればよい。
　もちろん構成例としては他にも多様に考えられ、例えば記録専用装置、再生専用装置と
しての例も考えられる。
【０１０９】
　ウォブル回路８におけるＡＤＩＰ情報としてのプッシュプル信号にかかるＭＳＫ復調方
式を図２３，図２４で説明する。
　ＭＳＫ復調のための構成としてウォブル回路８には図２３に示すように、バンドパスフ
ィルタ５１，５２、乗算器５３、ローパスフィルタ５４、スライサ５５が設けられる。
【０１１０】
　上述したように、例えば図２４（ａ）のようなＡＤＩＰ情報としてのアドレスデータは
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、図２４（ｂ）のように差動符号化されたプリコードデータとされ、図２４（ｃ）のよう
にＭＳＫ変調される。そしてこのＭＳＫ変調信号に基づいてディスク上でグルーブがウォ
ブリングされたものとなっている。
　従ってディスク１００のＲＷゾーンの記録再生時には、プッシュプル信号として得られ
る情報は、図２４（ｃ）のＭＳＫ変調波形に対応した信号となる。
【０１１１】
　図２２のマトリクス回路９からウォブリングに係る信号として供給されるプッシュプル
信号Ｐ／Ｐは、図２３のバンドパスフィルタ５１，５２のそれぞれに供給される。
　バンドパスフィルタ５１は、キャリア周波数及びキャリア周波数の１．５倍の周波数に
相当する帯域を通過させる特性とされ、このバンドパスフィルタ５１によってウォブル成
分、即ち図２４（ｃ）のＭＳＫ変調波が抽出される。
　またバンドパスフィルタ５２は、キャリア周波数成分のみを通過させるより狭帯域の特
性とされ、図２４（ｄ）のキャリア成分が抽出される。
【０１１２】
　乗算器５３は、バンドパスフィルタ５１，５２の出力を乗算する。つまり、ＭＳＫ変調
されたウォブル信号と、キャリアを乗算することにより、同期検波することができ、図２
４（ｅ）の復調信号demod outが得られる。
　この復調信号demod outを次のＬＰＦ５４を通過させることにより、図２４（ｆ）のLPF
 out信号が得られる。
　ＬＰＦ５４は例えば２７タップのＦＩＲフィルタとされ、係数は以下のとおりである。
【０１１３】
-0.000640711
-0.000865006
0.001989255
0.009348803
0.020221675
0.03125
0.040826474
0.050034929
0.05852149
0.065960023
0.072064669
0.076600831
0.079394185
0.080337385　;Center
0.079394185
0.076600831
0.072064669
0.065960023
0.05852149
0.050034929
0.040826474
0.03125
0.020221675
0.009348803
0.001989255
-0.000865006
-0.000640711
【０１１４】
　このようなＬＰＦ５４から得られたLPF out信号をコンパレータとして形成されるスラ
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イサ５５で２値化することで、図２４（ｇ）の復調データ（demod data）が得られる。
　この２値化された出力である復調データ（demod data）はアドレス情報を形成するチャ
ンネルビットデータとなり、図２２に示したアドレスデコーダ９に供給されて、ＡＤＩＰ
アドレスがデコードされるものとなる。
【０１１５】
３．ディスク製造方法
　続いて、上述した本例のディスクを製造方法を説明する。
　ディスクの製造プロセスは、大別すると、いわゆる原盤工程（マスタリングプロセス）
と、ディスク化工程（レプリケーションプロセス）に分けられる。原盤工程はディスク化
工程で用いる金属原盤（スタンパー）を完成するまでのプロセスであり、ディスク化工程
はスタンパーを用いて、その複製である光ディスクを大量生産するプロセスである。
【０１１６】
　具体的には、原盤工程は、研磨した硝子基板にフォトレジストを塗布し、この感光膜に
レーザビームによる露光によってピットやグルーブを形成する、いわゆるカッティングを
行なう。
　本例の場合、ディスクの最内周側のＰＢゾーンに相当する部分でプリレコーデッド情報
に基づいたウォブリングによるグルーブのカッティングが行われ、またＲＷゾーンに相当
する部分で、ＡＤＩＰアドレスに基づいたウォブリングによるグルーブのカッティングが
行われる。
【０１１７】
　記録するプリレコーデッド情報はプリマスタリングと呼ばれる準備工程で用意される。
　そしてカッティングが終了すると、現像等の所定の処理を行なった後、例えば電鋳によ
って金属表面上への情報の転送を行ない、ディスクの複製を行なう際に必要なスタンパー
を作成する。
　次に、このスタンパーを用いて例えばインジェクション法等によって、樹脂基板上に情
報を転写し、その上に反射膜を生成した後、必要なディスク形態に加工する等の処理を行
なって、最終製品を完成する。
【０１１８】
　カッティング装置は、例えば図２５に示すように、プリレコーデッド情報発生部７１，
アドレス発生部７２、切換部７３、カッティング部７４、コントローラ７０を備える。
　プリレコーデッド情報発生部７１は、プリマスタリング工程で用意されたプリレコーデ
ッド情報を出力する。
　アドレス発生部７２は、絶対アドレスとしての値を順次出力する。
【０１１９】
　カッティング部７４は、フォトレジストされた硝子基板１０１にレーザービームを照射
してカッティングを行なう光学部（８２，８３，８４）と、硝子基板１０１を回転駆動及
びスライド移送する基板回転／移送部８５と、入力データを記録データに変換して光学部
に供給する信号処理部８１と、基板回転／移送部８５の位置から、カッティング位置がＰ
ＢゾーンとＲＷゾーンのいずれであるかを判別できるようにしたセンサ８６を有する。
【０１２０】
　上記光学部としては、例えばＨｅ－Ｃｄレーザからなるレーザ光源８２と、このレーザ
光源８２からの出射光を記録データに基づいて変調する変調部８３と、変調部８３からの
変調ビームを集光して硝子基板１０１のフォトレジスト面に照射するカッティングヘッド
部８４が設けられている。
　変調部８３としてはレーザ光源８２からの出射光をオン／オフする音響光学型の光変調
器（ＡＯＭ）と、さらにレーザ光源８２からの出射光をウォブル生成信号に基づいて偏向
する音響光学型の光偏向器（ＡＯＤ）が設けられる。
【０１２１】
　また、基板回転／移送部８５は、硝子基板１０１を回転駆動する回転モータと、回転モ
ータの回転速度を検出する検出部（ＦＧ）と、硝子基板１０１をその半径方向にスライド
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させるためのスライドモータと、回転モータ、スライドモータの回転速度や、カッティン
グヘッド部８４のトラッキング等を制御するサーボコントローラなどを有して構成される
。
【０１２２】
　信号処理部８１は、例えば切換部７３を介して供給されるプリレコーデッド情報やアド
レス情報に対して、例えばエラー訂正符号等を付加して入力データを形成するフォーマテ
ィング処理や、フォーマティング処理データに所定の演算処理を施して変調信号を形成す
る変調信号生成処理を行う。
　そして変調信号に基づいて変調部８３の光変調器及び光偏向器を駆動する駆動処理も行
う。
【０１２３】
　カッティング部７４では、カッティングの際、基板回転／移送部８５が硝子基板１０１
を一定線速度で回転駆動するとともに、硝子基板７１を回転させたまま、所定のトラック
ピッチでらせん状のトラックが形成されていくようにスライドさせる。
　同時に、レーザ光源８２からの出射光は変調部８３を介して、信号処理部８１からの変
調信号に基づく変調ビームとされてカッティングヘッド部８４から硝子基板７１のフォト
レジスト面に照射されていき、その結果、フォトレジストがデータやグルーブに基づいて
感光される。
【０１２４】
　コントローラ７０は、このようなカッティング部７４のカッティング時の動作を実行制
御するとともに、センサ８６からの信号を監視しながらプリレコーデッド情報発生部７１
、アドレス発生部７２、切換部７３を制御する。
　コントローラ７０は、カッティング開始時には、カッティング部７４に対してカッティ
ングヘッド部８４が最内周側からレーザ照射を開始するように、基板回転／移送部８５の
スライド位置を初期位置とさせる。そして硝子基板１０１のＣＬＶ回転駆動と、トラック
ピッチ０．３５μｍのグルーブを形成するためのスライド移送を開始させる。
　この状態で、プリレコーデッド情報発生部７１からプリレコーデッド情報を出力させ、
切換部７３を介して信号処理部８１に供給させる。また、レーザ光源８２からのレーザ出
力を開始させ、変調部８３は信号処理部８１からの変調信号、即ちプリレコーデッド情報
のＦＭコード変調信号に基づいてレーザ光を変調させ、硝子基板１０１へのグルーブカッ
ティングを実行させる。
　これにより、ＰＢゾーンに相当する領域に、上述した図３（ｂ）のようなグルーブのカ
ッティングが行われていく。
【０１２５】
　その後、コントローラ７０はセンサ８６の信号から、カッティング動作がＰＢゾーンに
相当する位置まで進んだことを検出したら、切換部７３をアドレス発生部７２側に切り換
えると共に、アドレス発生部７２からアドレス値を順次発生させるように指示する。
　また基板回転／移送部８５には、トラックピッチ０．３２μｍのグルーブを形成するよ
うにスライド移送速度を低下させる。
【０１２６】
　これによりアドレス発生部７２からアドレス情報が切換部７３を介して信号処理部８１
に供給される。そして、レーザ光源８２からのレーザ光は変調部８３において信号処理部
８１からの変調信号、即ちアドレス情報のＭＳＫ変調信号に基づいて変調され、その変調
レーザ光により硝子基板１０１へのグルーブカッティングが実行される。
　これにより、ＲＷゾーンに相当する領域に、上述した図３（ａ）のようなグルーブのカ
ッティングが行われていく。
　コントローラ７０はセンサ８６の信号から、当該カッティング動作がリードアウトゾー
ンの終端に達したことを検出したら、カッティング動作を終了させる。
【０１２７】
　このような動作により、硝子基板１０１上にＰＢゾーン及びＲＷゾーンとしてのウォブ
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　その後、現像、電鋳等を行ないスタンパーが生成され、スタンパーを用いて上述のディ
スクが生産される。
【０１２８】
　以上、実施の形態のディスク及びそれに対応するディスクドライブ装置、ディスク製造
方法について説明してきたが、本発明はこれらの例に限定されるものではなく、要旨の範
囲内で各種変形例が考えられるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明の実施の形態のディスクのグルーブの説明図である。
【図２】実施の形態のディスクのエリア構造の説明図である。
【図３】実施の形態のディスクのグルーブのウォブリング方式の説明図である。
【図４】実施の形態のプリレコーデッド情報の変調方式の説明図である。
【図５】実施の形態のフェイズチェンジマークのＥＣＣ構造の説明図である。
【図６】実施の形態のプリレコーデッド情報のＥＣＣ構造の説明図である。
【図７】実施の形態のフェイズチェンジマーク及びプリレコーデッド情報のフレーム構造
の説明図である。
【図８】実施の形態のプリレコーデッド情報のフレームシンクの説明図である。
【図９】実施の形態のプリレコーデッド情報のフレームシンク配置の説明図である。
【図１０】実施の形態のプリレコーデッド情報のＢＩＳ構造の説明図である。
【図１１】実施の形態のプリレコーデッド情報のＢＩＳ構造の説明図である。
【図１２】実施の形態のプリレコーデッド情報のＢＩＳ構造の説明図である。
【図１３】実施の形態のプリレコーデッド情報のＢＩＳ構造の説明図である。
【図１４】実施の形態のプリレコーデッド情報のアドレスユニットの説明図である。
【図１５】実施の形態のＡＤＩＰ情報の変調方式の説明図である。
【図１６】実施の形態のＲＵＢに対するアドレスブロックの説明図である。
【図１７】実施の形態のディスクのシンクパートの説明図である。
【図１８】実施の形態のディスクのシンクビットパターンの説明図である。
【図１９】実施の形態のディスクのデータパートの説明図である。
【図２０】実施の形態のディスクのＡＤＩＰビットパターンの説明図である。
【図２１】実施の形態のＡＤＩＰ情報のＥＣＣ構造の説明図である。
【図２２】実施の形態のディスクドライブ装置のブロック図である。
【図２３】実施の形態のディスクドライブ装置のＭＳＫ復調部のブロック図である。
【図２４】実施の形態のディスクドライブ装置のＭＳＫ復調処理の説明図である。
【図２５】実施の形態のディスクを製造するカッティング装置のブロック図である。
【符号の説明】
【０１３０】
　１　ピックアップ、２　スピンドルモータ、３　スレッド機構、４　マトリクス回路、
５　リーダ／ライタ回路、６　変復調回路、７　ＥＣＣエンコーダ／デコーダ、８　ウォ
ブル回路、９　アドレスデコーダ、１０　システムコントローラ、１１　サーボ回路、１
２　スピンドルサーボ回路、１３　レーザドライバ、２０　ＡＶシステム、５１，５２　
バンドパスフィルタ、５３　乗算器、５４　ローパスフィルタ、５５　スライサ、７０　
コントローラ、７１　プリレコーデッド情報発生部、７２　アドレス発生部、７３　切換
部、７４　カッティング部、１００　ディスク
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